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社協だより
ー対 馬 市ー

対馬市社協 検索

　生命保険協会長崎県協会は昭和５９年度から県内の社会福祉協議会等に福祉
巡回車の寄贈を行っておられます。本会では、令和４年２月以来、５台目の福
祉巡回車として本会へ寄贈され、５月２２日（木）、贈呈式が執り行われました。
　寄贈頂いた車両は、福祉巡回車として広く活用させて頂きます。

●事業計画書
●社協会員募集
●事業報告書・決算書
●赤い羽根共同募金、団体紹介

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４
・・・・・・・・・・・・５

●結婚相談所通信、権利擁護センター通信
●ご寄付御礼
●無料法律相談日程、お知らせ

・・・６
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

・・・・・・・・・・・・８
今回の
主な内容

福祉巡回車が寄贈されました！
生命保険協会長崎県協会より
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① 小地域での福祉課題・ニーズの発掘のための相談事業等生活支援体制の強化
② 福祉人材の確保と資質向上の推進
③ 市民活動・ボランティア活動の推進・支援
④ 市民参加と協働のためのネットワークの構築
⑤ 関係機関・団体との連携強化と連絡調整機能の充実
⑥ 社協らしい在宅福祉サービス活動の検討
⑦ 地域包括ケアシステムの推進
⑧ 対馬市社協の財政基盤・組織・事務局体制の強化

基本理念実現のための重点目標

基
本
理
念

基
本
計
画

　社協の構成は、多くの市民や団体等の参加による市民会員が基本で、市民の理解と
ご協力により成り立っています。言いかえれば、社協の基盤は市民であり、市民に信
頼されることが基盤強化につながるものと考えています。
　そのために
　　① 地域福祉計画・地域福祉活動計画の実現に向けた
　　　 社協活動の展開
　　② 安定した財源確保のための信頼される社協づくり
　　③ 市民に信頼される社協運営のための体制整備
　以上の３つの柱を基本とし目標を定めました。

　対馬市社会福祉協議会（以下「社協」という。）は、令和４年１２月策定の「第４
期基盤強化・活動中長期計画」及び令和５年３月に策定の「第４期対馬市地域福祉計
画・対馬市地域福祉活動計画」を両輪として、市民並びにあらゆる関係者、関係機関
の参加と協働のもと、地域福祉活動を推進することにより、｢誰もが安心して幸せに
暮らすことができる福祉の対馬づくり｣の実現にむけた活動を展開し、今後も市民か
ら期待され、信頼される対馬市社協をめざしてまいります。

し     ま

令和7年度対馬市社会福祉協議会 事業計画

令和７年度  予  算

事務費支出
22,677千円

その他の活動による支出
11,818千円

拠点区分間繰入金支出
26,736千円

サービス区分間繰入金支出
8,289千円

助成金支出
10,685千円

積立資産支出
3,255千円

負担金支出
431千円

貸付事業支出
420千円

支出の部
446,217千円 人件費支出

309,412千円

事業費支出
52,494千円

負担金収入
21,682千円
事業収入 12,062千円

積立資産取崩
　　収入 9,096千円

その他の収入
　　100千円

受取利息配当金
収入 230千円

障害福祉サービス
等事業収入
23,661千円

会費収入 2,860千円

寄付金収入 2,500千円

前期末支払資金残高
900千円

サービス区分間繰入金
収入 8,289千円

拠点区分間繰入金収入 26,736千円

共同募金配分金収入
　　　　4,759千円

受託金収入 79,773千円

貸付事業収入 819千円

収入の部
446,217千円

経常経費補助金収入
146,953千円

介護保険事業収入
105,797千円
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対馬市社会福祉協議会 会員募集対馬市社会福祉協議会 会員募集
　対馬市社会福祉協議会が地域福祉活動を推進していくうえで、地域住民の皆さまを
はじめ、個人・団体からお寄せいただいた会費は非常に貴重な財源であります。
　今年度も、地域福祉活動を推進するため、７月から対馬市社協会費の募集を実施しております。
　地域全体で福祉活動を推し進めるためには、皆さまのご協力が不可欠ですので、どうか趣旨を
ご理解の上、ご賛同いただきますよう、よろしくお願いいたします。

会員種別

個人会員

団体会員

会　　費

一般会員

賛助会員

団体会員

法人会員

地区会員

３００円以上

１,０００円以上

１,０００円以上

３,０００円以上

世帯数×３００円以上

市内の世帯または個人

市内の世帯または個人
対馬市外の世帯または個人

収益事業を実施しない団体等

収益事業を実施する法人・団体等

市内行政区

区　　分

令和6年度 社協会費の総額　2，812,515円

社協会費の使われ方

●対馬市社協だよりの発行

●福祉体験学習インストラクター派遣事業

●ボランティア・市民活動センター運営事業

●ふれあい学習推進事業

●グラウンドゴルフ大会【上対馬】

●ふれあいボッチャ大会【上県】

●健康体操事業【上対馬】

ボランティアセンター事業

地域福祉活動推進事業

　今回の改選により評議員を退任された、柴田孝文様、井義信様、日髙光博様及び佐伯康弘様 本会の運営に
ご尽力いただきましたこと、お礼申し上げます。
　今後とも対馬市の地域福祉の向上のため、ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

　対馬市社会福祉協議会では、令和７年６月１９日（木）に理事・監事・評議員の改選が行われました。
　役員は住民代表、福祉専門機関代表、当事者代表、関連機関・団体などの代表者から組織されます。

理事８名
監事２名

　　評議員
１１名対馬市社会福祉協議会 第12期役員紹介 対馬市社会福祉協議会 第10期評議員紹介

会　長
副会長
理　事
理　事

監　事

多田　満國
宮原　勝美
八坂　一義
江嶋　慶子

森谷　正文

再
再
再
再

再

理　事
理　事
理　事
理　事

監　事

古藤　俊泰
阿比留保則
長里　正敏
田中　光幸

比田勝秀喜

再
再
再
再

再

評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員

松原　敬行
杉本美津廣
田中いつ子
藤井　和男
藤　　邦子
津屋　秀則

新
再
再
新
再
再

評議員
評議員
評議員
評議員
評議員

永留　秋廣
小田美佐江
大浦真知子
米田　民生
扇　　徹弥

再
新
再
再
新
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●ボランティアセンター事業     ●地域福祉活動推進事業     ●生活支援体制整備事業
●福祉資金貸付事業　　●県生活福祉資金事務受託事業
●赤い羽根共同募金配分金事業・歳末たすけあい配分金事業
●権利擁護センター事業　　●日常生活自立支援事業
●福祉センター等管理運営事業　　●地域福祉等推進特別支援事業
●支援対象児童等見守り強化事業　　●ファミリーサポートセンター事業
●障害福祉サービス事業　●障害者相談支援事業　
●訪問介護事業　　●訪問入浴介護事業　　●通所介護事業　　●居宅介護支援事業

対
馬
市
社
協
の
主
な
事
業

令和６年度事業報告・収支決算

　対馬市社会福祉協議会（以下「社協」）は、「対馬市地域福祉活動計画」、「基盤強化・活動中
長期計画」を基本とし、市民並びにあらゆる関係者、関係機関の参加と協働のもと、地域福祉活動
を推進することにより、「誰もが安心して幸せに暮らすことができる福祉の対馬づくり」の実現に
むけた活動を展開し、市民から期待され信頼される社協をめざし、事業を実施いたしました。

基 本 理 念

『誰もが安心して幸せに暮らすことができる福祉の対馬づくり』
～市民に信頼される社協をめざして～

し  ま

し    ま

収支内訳 〈支出の部〉〈収入の部〉

Ａ収入合計：①＋②＋③＋④＝479,293千円

Ｂ支出合計：⑤＋⑥＋⑦＝458,667千円

①事業活動による収入・・・・・・384,779千円

③その他の活動による収入・・・58,977千円
④前年度繰越金・・・・・・・・・・・・・35,537千円

②施設等整備収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・0千円

⑤事業活動による支出・・・・・・386,258千円

⑦その他の活動による支出・・・72,409千円
⑥施設整備等による支出・・・・・・・・・・・0千円

　主な支出は人件費支出が大半を占め、次いで事業実施経費の事
業費支出となっています。

次年度繰越金：Ａ－Ｂ＝20,626千円

その他の活動による収入：13,738千円

拠点区分間繰入金収入：29,821千円
サービス区分間繰入金収入：12,195千円積立資産取崩収入

：3,223千円

介護保険事業収入
　：100,137千円

その他の収入
：6,788千円

会費収入：2,813千円
寄付金収入：2,920千円

共同募金
配分金収入
：4,374千円

負担金収入
　：26,291千円

貸付事業収入：151千円

受取利息配当金
収入：84千円

障害福祉サービス等
事業収入：20,770千円

経常経費補助金収入
 ：135,841千円

受託金収入
：72,743千円

助成金収入
：300千円

事業収入：11,567千円

その他の活動による支出
　　　　：10,691千円

サービス区分間繰入金支出
　　　　：12,195千円

拠点区分間繰入金支出：29,821千円

積立資産支出：19,702千円

人件費支出：305,721千円

事業費支出：48,864千円

事務費支出
：21,268千円

助成金支出
：9,824千円

負担金支出：418千円

貸付事業支出
　　：70千円

流動資産評価損等による
資金減少額：17千円

その他の支出：76千円

　主な収入は対馬市からの補助金と介護保険事業での収入です。
　皆さまから寄せられた社協会費・寄付金・共同募金の配分金等の
民間財源は地域福祉活動推進のための財源として活用を行っています。
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令和７年度 歳末たすけあい募金配分金
助成事業募集のお知らせ

　地域福祉活動の推進を図るため、対馬市内で、ボランティア活動等を行っているグループ、NPO法人、
自治会等で年末年始時期に実施される事業に対し、歳末たすけあい募金配分金の一部を助成いたします。

1団体１０万円以内とする。尚、希望団体が予定数を上回る場合
は、１団体あたりの助成額を下げる場合があります。

助成額等

本会選考委員会で審査選考を行い、直接申請者へ通知いたします。
決定通知：令和７年１０月中旬（予定）

審査選考

助成対象とする事業

助成対象としない事業

申請期間：令和７年８月１日（金）～９月３０日（火）（必着）
提出書類：対馬市社会福祉協議会及び各支所に
　　　　　備え付けの申請書に記入のうえ提出。
※詳細は下記問い合わせ先へご連絡ください。

助成金の
申請

対馬市社会福祉協議会
☎０９２０-５８-１４３２

厳 原 支 所  ☎５２－１１６９
美津島支所  ☎５４－２４２９
上対馬支所  ☎８６－３８４１

お問合せ先

　本事業の対象は、対馬
市内で福祉または福祉に
関連する保健、医療、教
育等の分野において活動
するボランティアグルー
プ、NPO法人、自治会、
団体等とします。

毎年11月1日から翌年1月31日までに実施完了する事業が対象
（1）児童、障害者、高齢者等への福祉サービス・支援活動事業
（2）サービス提供、支援活動に必要な研修、PR活動
（3）その他、特に必要と認められる事業

（1）介護保険サービス事業
（2）障害福祉サービス事業
（3）事務処理用の事務機器、
　  通信機器の整備事業
（4）他の助成金と重複する事業

助成対象

助成対象としない費用

　  
　  

（1）人件費に類するもの
（2）視察旅費
（3）事務所となる家屋、部屋の借上料（但し、家屋、部屋
　  が直接サービスの提供場所となる場合は助成の対
　  象とする）
（4）建物の増改築等の施設整備費
（5）その他、当該団体の通常の事業運営費

対馬市身体障害者福祉協会連合会

　会員相互の親睦と教養を高め、生活の安定・
自立更生の意欲向上を図るとともに、地域社会
福祉の向上に寄与する。
　障害を持った方々が、地域での自立した生活
を送るために生きがいを持って安心して暮らせ
るまちづくりを目指して活動しています！一人ひ
とりの「力」でできないことも会員の「力」を合
わせれば、障害福祉の前進につながります！

障害者手帳をお持ちの方なら、どなたでも加入いただけます。
年会費は１,５００円です。（各地区の協会へ入会いただきます）

厳原地区身体障害者福祉協会・・・・・・・・・☎５２-１１６９
美津島地区身体障害者福祉協会・・・・・・・・☎５４-２４２９
中地区身体障害者福祉協会（豊玉町・峰町）・・☎５８-１４３２
上地区身体障害者福祉協会（上県町・上対馬町）☎８６-３８４１

お
問
合
せ
先

目　

的

活動内容

団体紹介☆

★皆さまのご加入をお待ちしております★

■スポーツ大会
 （市大会・県大会）

■スポーツ教室

■研修会

■ふれあい交流会 等
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対馬市社会福祉協議会対馬市社会福祉協議会

結婚相談所通信結婚相談所通信
　対馬市社会福祉協議会では、イベント、お見合い、カウンセリングを通して独身の方々を
サポートしています。

権利擁護センターつしま通信
暮らしの安心お手伝い

　少子高齢化が進む中、判断能力が不十分であっても住み慣れた地域で安心安全に暮らしていく権利を
守り、財産管理や身上保護等を地域で支える仕組みの一つとして近年、社会貢献への関心の高い市民が、
一定の基礎知識と技術を身につけて「市民後見人」として活躍する事が期待されています。
　本研修は、将来的にその担い手となり、同じ地域に住む住民の視点で支援する「市民後見人」候補者
を養成します。

令和７年度　長崎県市民後見人候補者養成研修を開催します。

TEL：0920-58-0071 相談無料成年後見制度のことなど、
お気軽にご相談ください。

　2024年度めぐりあいイベントに、島外からも多くの女性が参加してくださいました。
　今回は、島外から参加した女性のお話です。

「本当は、ちゃんと出会いたいと思って来たんです。でも…」
婚活イベントのあと、参加した女性がぽつりと話してくれました。
島外からの参加者ということで、「どうせ観光ついででしょ？」「本気
じゃないんじゃない？」と男性側が尋ねる場面があるそうです。そう言
われたとき、彼女は少し笑って、こう返してしまったといいます。
「ええ、まぁ…せっかくだから島も見たくて来てみました」̶̶と。

けれどその裏には、本当は違う気持ちがありました。
　遠くからでもわざわざ足を運ぶのは、やはりご縁を探したい本気の気持ちがあったから。でも、相手
を断りたいとき、あるいは自分が断られても傷つかないように、つい軽く受け流してしまったそうです。
婚活の現場では、男女ともに少しの不安や照れがすれ違いを生みます。だからこそ、お互いが「本当の
気持ち」に耳を傾けることが、出会いの第一歩になるのだと感じます。
　勇気を出して一歩を踏み出した方々の想いが、どうか素敵なご縁につながりますように。
その先にある幸せは、必ず誰かが待っていますから。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カウンセラー　野田亜希子

恋愛カウンセラー
野田亜希子です。

本
心
を
言
え
な
い…

１ 開催日時
　　令和７年９月９日（火）～
　　令和７年１０月２１日（火）（６週間）
２ 場　　所
　　豊玉町福祉センター（対馬市豊玉町仁位９４番地５）
　   （長崎県社会福祉協議会が行う研修会にオンラインで参加する。）
３ 参加対象
　　　①対馬市にお住まいの方で権利擁護の普及
　　　　推進に興味のある方
　　　②原則として全てのカリキュラムを受講で
　　　　きる方

４ 参加費
　 無料
５ その他　
　 研修修了者には修了証が授与されます。
６ 申込手続き
　 令和７年８月２９日（金）までに参加申込書に
　 必要事項を記入してお申込みください。
７ 参加申込み先
　 対馬市社会福祉協議会（担当 春田）
　 〒817－1201  対馬市豊玉町仁位９４番地５
　 TEL ５８－１４３２　FAX ５８－１１８３
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の
ご
冥
福
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祈
り
申
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上
げ
ま
す
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お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
等
は
、
各
種
福
祉
事
業
や
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
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地
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保
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の
た
め
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生
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を
利
用
し
て
い
ま
す
。

福祉巡回車が寄贈されました！
生命保険協会長崎県協会より プライバシー・相談内容・秘密は固く守られますので安心してご相談ください！

月 日 会場／担当弁護士事務所

無料法律相談日程のご案内無料法律相談日程のご案内

（木）

（木）

（木）

（木）

（土）

７月２４日

８月　７日

２1日

２８日

９月　６日

対馬市交流センター（厳原）

上対馬町地域福祉センター

対馬市交流センター（厳原）

峰保健福祉センター

対馬市交流センター（厳原）

法テラス対馬法律事務所

対馬ひまわり基金法律事務所

法テラス対馬法律事務所

対馬ひまわり基金法律事務所

対馬ひまわり基金法律事務所・法テラス対馬法律事務所

月 日 会場／担当弁護士事務所

（木）

（木）

（木）

（木）

（木）

９月１８日

２５日

１０月　９日

１６日

２３日

対馬市総合福祉保健センター（美津島）

豊玉町福祉センター

対馬市交流センター（厳原）

対馬市総合福祉保健センター（美津島）

上県町地域福祉センター

対馬ひまわり基金法律事務所

法テラス対馬法律事務所

対馬ひまわり基金法律事務所

法テラス対馬法律事務所

対馬ひまわり基金法律事務所

予約・お問い合わせは、対馬市社会福祉協議会（TEL０９２０-５８-１４３２）へ

＊土曜日の開催時間は、午前１０時から１２時、午後１時から５時までです。 ＊木曜日の開催時間は、午後１時から４時までです。
＊相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後４時まで）に予約をお願いいたします。

相談予約専用ＱＲコード

0920‐58‐1432 0920‐58‐1183
tsushima-syakyo@oregano.ocn.ne.jp

https://tsushima-city-shakyo.jp/

社協だよりに関するご質問や、その他何かございましたら下記までご連絡ください。また、イベント
告知やボランティア活動などホームページへ掲載しますので、身近な情報をお寄せください(^o^)

ＴＥＬ

E-mail

ホームページアドレス

ＦＡＸ

皆さまの

声や情報を
お待ちして
います

対馬市社会福祉協議会 公式　　　　　　
本会が実施する事業等についてお知らせいたしますので、いいね！をお願いいたします♪ ＨＰはこちらから

日　時

場　所 豊玉総合運動公園

【主催】ちびっこまつり実行委員会 　【共催】対馬市、対馬市社会福祉協議会

９月２７日（土）１７：3０～
出　店 スーパーボールすくい・

ストラックアウト・射的
かき氷・焼きそば 他

（予定）
ステージ はいはいレース・

よちよちレース・
幼児競争・抽選会 他

（予定）

を開催します！


